
８2024年（令和6年）9月15日（日曜日）（第三種郵便物認可）
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当
所
で
は
（
独
）
国
際
協
力
機
構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
委
託
を
受
け
、
草
の
根
技
術
協
力
事
業

「
ベ
ト
ナ
ム
国
水
産
都
市
ダ
ナ
ン
を
け
ん
引
す
る
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し

て
い
る
。
８
月

〜

日
に
は
、
本
事
業
に
参
画
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
水
産
関
係
者
が

研
修
の
た
め
釧
路
を
訪
れ
た
。
（
今
号
で
は
研
修
３
日
目
以
降
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
女
性
会
（
吉
田
敦
子
会

長
）
で
は
８
月

日
（
水
）
、

『
釧
路
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
植
栽

事
業
〜
く
し
ろ
川
花
の
散
歩
道

〜
』
と
し
て
釧
路
川
左
岸
の
築

堤
テ
ラ
ス
（
花
壇
）
に
サ
ル
ビ

ア
を
植
栽
し
た
。

　
本
事
業
は
釧
路
川
の
景
観
と

魅
力
ア
ッ
プ
を
目
的
に
展
開
し

て
お
り
、
釧
路
川
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
の
植
栽
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
釧
路
川
右
岸
（
末
広
側
）
の
築

堤
テ
ラ
ス
（
花
壇
）
と
幣
舞
広
場

の
小
花
壇
へ
花
を
植
え
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
（
一
財
）
北
海
道
河
川
財
団

か
ら
協
賛
を
受
け
、
ツ
ツ
ジ
の

移
植
や
雑
草
・
根
の
除
去
、
表

層
土
の
入
れ
替
え
、
追
肥
な
ど

大
掛
か
り
な
整
備
を
実
施
。
吉

田
会
長
を
は
じ
め
会
員
５
人
で

サ
ル
ビ
ア
を
丁
寧
に
植
え
た
。

　
同
事
業
の
委
員
長
も
務
め
る

西
村
良
重
副
会
長
は
「
釧
路
川

が
花
の
散
歩
道
と
し
て
市
民
、

観
光
客
の
憩
い
の
場
に
な
る
よ

う
、
こ
つ
こ
つ
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
植
栽
し
た
サ
ル
ビ
ア
は
、
成

長
す
る
と
ロ
ー
ズ
色
の
花
が
咲

き
、
釧
路
川
周
辺
を
彩
る
。
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本
事
業
は
、
釧
路
が
長
年
培

っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
ダ
ナ
ン
市
で
水
産
業
の
人

材
育
成
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

目
的
。
釧
路
に
お
い
て
も
、
事

業
を
通
じ
て
市
内
水
産
関
連
機

械
の
販
路
拡
大
や
技
能
実
習
生

・
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
受
け
入
れ

に
よ
る
人
材
確
保
な
ど
へ
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

　
今
回
の
研
修
は
、
当
所
や
釧

路
市
水
産
課
、
釧
路
根
室
圏
産

業
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
市
内
の
水
産
関
連
企
業
や

組
合
関
係
等
の
協
力
を
得
て
実

施
。
ダ
ナ
ン
市
農
業
農
村
開
発

局
職
員
や
水
産
物
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
関
係
者
・

事
業
者
ら
が
来
日
し
た
。

　
研
修
３
日
目
の

日
に
は
、

釧
路
市
漁
業
協
同
組
合
の
役
割

を
学
ん
だ
の
ち
、
釧
路
市
水
産

加
工
業
協
同
組
合
の
加
工
排
水

処
理
施
設
や
釧
路
工
業
高
等
専

門
学
校
、
釧
路
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
、
水
産
業
や
水
産

関
連
事
業
者
を
支
え
る
団
体
・

機
関
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

　

日
に
は
、
魚
の
鮮
度
保
持

や
加
工
関
連
の
機
械
を
製
造
し

て
い
る
㈱
昭
和
冷
凍
プ
ラ
ン

ト
、
㈲
エ
ス
テ
ィ
テ
ク
ノ
ス
、

㈱
ニ
ッ
コ
ー
を
訪
問
。
機
械
の

導
入
事
例
や
効
果
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
各
社
の
施
設
を
見

学
し
た
。
さ
ら
に
、
㈱
丸
き
ふ

た
み
産
業
で
エ
ス
テ
ィ
テ
ク
ノ

ス
が
開
発
し
た
海
水
電
解
浄
化

装
置
を
活
用
す
る
様
子
を
目
に

し
、
水
産
業
に
お
い
て
工
業
技

術
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
ほ
か
、
和
商
市

場
な
ど
の
商
業
施
設
で
水
産
物

の
販
売
手
法
を
視
察
し
た
。

　
ま
た
、
釧
路
で
の
研
修
を
終

え
た
一
行
は

、

日
に
東
京

で
ア
メ
横
商
店
街
、
築
地
場
外

市
場
な
ど
を
視
察
。
活
気
あ
る

市
場
の
様
子
や
店
頭
に
並
ぶ
水

産
物
の
鮮
度
保
持
の
方
法
な
ど

を
熱
心
に
見
て
回
っ
て
い
た
。

　
今
後
の
予
定
は
、

月
に
水

産
関
連
機
械
を
製
造
す
る
釧
路

の
事
業
者
か
ら
協
力
を
得
て
、

現
地
で
水
産
業
と
工
業
技
術
の

関
わ
り
に
つ
い
て
研
修
を
行
う

ほ
か
、
引
き
続
き
人
材
育
成
に

向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
当
所
主
催
の
『
令
和
６
年
度

く
し
ろ
地
域
創
業
ス
ク
ー
ル
』

が
、
９
月
３
日
（
火
）
に
開
講

し
、

月
ま
で
全

回
に
わ
た

り
講
座
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
う
。

　
本
ス
ク
ー
ル
は
、
創
業
を
目

指
す
方
な
ど
を
対
象
と
し
て
お

り
、
支
援
機
関
や
専
門
家
を
講

師
に
創
業
に
必
要
な
準
備
や
経

営
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
資
金

調
達
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
形

に
す
る
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
の
策
定
に
取
り
組
む
。

　
初
回
は

人
が
受
講
し
、
釧

路
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ
）
の
澄
川

誠
治
セ
ン
タ
ー
長
、
本
ス
ク
ー

ル
を
経
て
創
業
し
た
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｋ

Ｉ
．
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
香
田
亮
介
代
表
、

中
小
企
業
診
断
士
で
フ
ァ
ー
ス

ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
乗

山
徹
代
表
取
締
役
の
３
名
に
よ

る
講
座
が
行
わ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
澄
川
氏
は
『
起
業

は
究
極
の
自
己
実
現
』
と
題
し
、

同
業
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る

こ
と
や
事
業
を
継
続
す
る
た
め

の
体
制
づ
く
り
の
重
要
性
を
解

説
。

　
さ
ら
に
、
受
講
生
に
対
し
て

「
こ
の
地
域
で
起
業
を
志
す
皆

さ
ん
は
釧
路
の
希
望
に
な
る
。

創
業
と
い
う
自
己
実
現
が
で
き

る
よ
う
後
押
し
し
た
い
」
と
温

か
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
続
い
て
、
香
田
氏
か
ら
は
自

ら
の
体
験
を
踏
ま
え
「
本
ス
ク

ー
ル
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
意
見
は
起
業
し

た
今
で
も
役
に
立
っ
て
い
る
。

同
じ
志
を
持
つ
同
期
と
早
く
打

ち
解
け
て
お
互
い
を
高
め
合
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と

激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
本
ス
ク
ー
ル
の
メ

イ
ン
講
師
を
務
め
る
乗
山
氏
か

ら
は
、
全
体
の
流
れ
や
創
業
の

心
構
え
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ

か
、
講
座
内
で
策
定
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
重
要
性
を
解
説

し
た
。

　
当
所
で
は
、
会
員
の
事
業
所

・
団
体
の
従
業
員
を
対
象
に
『
永

年
勤
続
従
業
員
表
彰
式
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
該

当
す
る
従
業
員
の
推
薦
を
ご
検

討
い
た
だ
き
、

日
（
月
）
ま

で
に
推
薦
書
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
本
年
８
月

日
現

在
で
勤
続
５
年
以
上
（
以
後
５

年
ご
と
）
、
か
つ
そ
の
成
績
が

優
秀
で
他
の
従
業
員
の
模
範
と

な
る
方
で
す
（
５
年
表
彰
は
女

性
の
み
）
。

　
詳
し
く
は
、
今
月
上
旬
に
お

送
り
し
て
い
る
ご
案
内
ま
た
は

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
当

所
総
務
課
０
１
５
４
（

）
４

１
４
１
ま
で
。

会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

永
年
勤
続
表
彰
推
薦
の
お
願
い

　
当
所
と
（
一
社
）
釧
路
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
主
催

す
る 

〝
接
客
マ
ナ
ー
講
演
〞

を
５
日
（
木
）
午
後
２
時
よ
り

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開

催
し
、
金
融
機
関
や
飲
食
店
な

ど
か
ら

人
が
参
加
し
た
。

　
本
講
演
で
は
、
日
本
航
空
㈱

の
先
任
チ
ー
フ
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ふ
る
さ

と
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
小
林
千
秋

氏
を
講
師
に
、
接
遇
マ
ナ
ー
の

基
本
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
は
じ
め
に
小
林
氏
は
「
接
遇

マ
ナ
ー
と
は
『
思
い
や
り
の
心
』

を
も
っ
て
接
客
を
す
る
こ
と
。

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
心

を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
、

お
客
様
や
仲
間
と
の
信
頼
関
係

が
生
ま
れ
、
企
業
価
値
の
向
上

や
職
場
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
、
や
り

が
い
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
」

と
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
信
頼
関
係
を
築
く
う

え
で
は
、
第
一
印
象
が
重
要
で

あ
る
と
述
べ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
身
だ
し
な
み
や
表
情
、

話
し
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
受
講
者
同
士
で
あ
い

さ
つ
や
お
じ
ぎ
、
物
の
受
け
渡

し
方
な
ど
を
実
践
し
、
好
印
象

を
与
え
る
立
ち
居
振
る
舞
い
を

確
認
し
合
っ
た
。

　
最
後
に
小
林
氏
は
「
接
遇
マ

ナ
ー
に
お
い
て
一
番
大
切
な
こ

と
は
、
思
い
や
る
気
持
ち
が
相

手
に
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
こ

と
」
と
受
講
者
ら
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。


